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はじめに　　システムキッチンの普及によって台所は美しくなったが汚れとゴミ処理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　■W＝　－　　㎜〃1－の問題は解決されていない。特にジンク周辺における生ゴミの処理の仕方は台所排水の汚

染に深くかかわっており水環境悪化の主因とも言える。　しかし、未だに台所における適切
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水の汚濁負荷を低減させるための最も簡便な方法として浅型ストレーナーを提案した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一2.方法　　現状では台所排水の汚濁の第１の原因は生ゴミが溜められている深型ストレ

ーナーに排水が流れ込み生ゴミの中の有機物を排水中に洗い出す仕組みになっていること

である。そこでストレーナーを深型から浅型にすることによってゴミを捨てやすくし汚濁

源である生ゴミを排水口に溜められないようにすることである。第２にはストレーナーの

網目を出来るだけ小さくすることによって固形ゴミ捕集性能を上げること。第３には浅型
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にすることで必然的にストレーナーの総空孔面積を小さく出来ることである
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3.考察　　提案した浅型ストレーナーの性能を｡明らかにするために①物理的な固形ゴミ

捕集量の測定、②化学的水質汚濁度の測定(生活環境の保全に関する５項目COD. BOD. SS.

T-P. T-N)を調理実験で、材質・深さ・網目の大きさの異なる８種類のストレーナーを用い

て比較検討した。また、③集合住宅の排水を一定期間採取し浅型ストレーナーを使用して

もらうことによる水質改善効果の検証を行なうと共に、④モニター調査による浅型の使い

勝手の検討を行なった。それらの結果を踏まえて１年後に再度、⑤銅の材質と最適深さに

ついての実験と⑥モニター調査を実施し、浅型スト･レーナーの性能と評価を検討した。

2Xp-8(P) 生活環境に関する意識調査

　一生活排水についてー

福岡女子大人間環境Ｏ南崎暁子

　　　　　　　　　　森本美紀子

　　　　　　　　　　今林裕子
＜目的＞生活のなかにおける環m問題に対する意識が近年高まったきたように思われる。

我々はその環境間題のなかでも人間の生活に最も必要とされている＜水＞に着目した。

閉鎖系水である博多湾は。大規摸な工場がないことから生活排水に起因する負荷が大き

い状況にあり域湾の水質が悪化してきている。家事に係わる女性が家庭から流れ出る生

活排水の＜水＞に対してどれほどのMmを持って生活しているかを福岡県に在住する女

性を対象にしてアンケ，ト手法ににより調査してその結果を集計分析して生活排水に対

する意識を探った。　＜結巣と考察＞川の水が汚くなったと感じる人が81.3?;水道の水

がくおいしい＞と感じない人が69.2j; ，これから水が汚くなると思う人が65拓の結果で

あり＜水＞に不安感を抱いていることが明らかにな,つた。環境開題の学習会等に参加経

験のある女性とない女性とでは廃油の処理方法。廃油せっけんの作製経験。環境整備活

への参加経験，他7項目において差が認められ意識の差が明らかであった。合成洗剤と

粉セッケンを使う人では意識の差は統計学的に認められなかった。
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